
予算要求資料
平成29年度当初予算　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　新博物館全県域展開事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　社会教育文化課　教育文化係　電話番号：058-272-1111（内3579）
　　　　　　　E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　183,682千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	183,682
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	183,682

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県博物館は、郷土の文化財や豊かな自然を守ることを目的に、総合博物館として、広く収蔵資料を県民に紹介している。建物は百年公園内にあるが、公共交通機関の利便性が乏しいなど不便な立地であり、高齢者や子ども連れのアクセスがよくない。
そのため、「来館を待つ」という展示姿勢ではなく、全県域に収蔵資料に触れる機会を積極的に創出することをコンセプトに展示活動を実施したい。
（２）事業内容
既存県有施設や今後整備される予定の関ケ原古戦場関連施設、リニア関連施設の展示室を活用して、全県域において展示活動を実施する。
＜平成２９年度事業＞
①岐阜圏域展示準備（県図書館企画展示コーナー改修）154,712千円
・壁付展示ケース及び可動展示ケース等設置
・改修工事（壁・自動扉等の設置、ＬＥＤ照明化など）
②飛騨圏域展示準備（高山陣屋展示環境整備）12,515千円
・展示ケース等移設
・可動展示ケース設置
・展示資料複製品製作
　　　③収蔵品運搬車両調達 5,142千円
　　　④収蔵品選集製作 4,886千円
　　　⑤博物館・図書館連携企画展開催 6,427千円
（３）今後のスケジュール
平成２９年度：岐阜、飛騨の環境整備、展示準備
　　　　　　　プレイベント博物館・図書館連携企画展を開催
平成３０年度：岐阜、飛騨において展示開始
平成３１年度：西濃において展示開始
平成３９年度：東濃において展示開始
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	582
	講師謝金

	旅費
	360
	講師費用弁償、調査等旅費

	需用費
	6,677
	展示用消耗品、収蔵品選集印刷製本、企画展チラシ等印刷製本

	役務費
	928
	標本輸送、備品処分、車両登録検査、車両リサイクル、保険

	委託料
	12,753
	工事設計、工事監理、複製品・復元画作製、備品移設、収蔵品撮影

	工事請負費
	46,852
	図書館企画展示コーナー改修工事

	備品購入費
	115,489
	展示ケース・照明、車両、ブックディデクション、棚、恐竜標本

	公課費
	41
	自動車重量税

	合計
	183,682
	


	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・「長期構想」の「Ⅴ－５ふるさとへの誇りと愛情を育てる」
・「第２次教育ビジョン」の「基本目標２（４）ふるさと教育・環境教育・体験活動の推進」及び「基本目標５（１）文化活動の推進、（２）文化財の保存・活用の推進」
（２）後年度の財政負担
平成３０年度以降、毎年度、各圏域での展示費用が必要
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成２９年度末までに既存教育施設を改修等実施し、平成３０年度から岐阜圏域、飛騨圏域で博物館収蔵品展示を実施できる展示環境を整備し、文化芸術に親しむ機会を充実させる。
　また、西濃圏域、東濃圏域においても順次展示環境を整備する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	全県域展開展示入館者数（岐阜・飛騨）
	
	
	
	
	315,000
（H30）
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	自然、歴史、伝統、文化、景観などの「ふるさとの財産」を保全・形成・継承し、次代の子どもたちにふるさとのよさを伝えるため、各圏域で博物館収蔵品を中心に展覧会を開催する必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

	


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　県博物館は百年公園内にあり、公共交通機関の利便性が乏しいなど不便な立地であり、高齢者や子ども連れのアクセスがよくない。そのため、「来館を待つ」という展示姿勢ではなく、全県域に収蔵資料に触れる機会を積極的に創出することをコンセプトに展示活動を実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
県博物館は総合博物館であり、「ふるさと教育の拠点」として郷土の素晴らしさを継承し、伝える使命を持っており、当館が担う役割は大きい。



